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大
だいちんじゅ

椿寿―荘子よりの引用。八千
歳を春とし、八千歳を秋とする
という木で、長寿を祝う意味。

（題字は　荒井知事の書）

老人クラブ「老人の日・老人週間」
9月15日は わが国老人福祉の記念日（原点）です

《主　　　　唱》　全国老人クラブ連合会　都道府県・指定都市老人クラブ連合会

《実 施 主 体》　市町村老人クラブ連合会　　単位老人クラブ

《実施運動期間》　9月15日　「老人の日」から21日までの1週間　

《実 施 内 容》　�「健康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動を共通運動とし、これらの取り組みをとおし
て、高齢者の意欲と姿勢を地域社会に示すものとする

　　友愛活動
●関係機関と連携した集いの場つくり（サロン、ふれあい喫茶、居場所の確保等）
●日常生活の困りごと支援（電球交換、ゴミだし、物の移動、買い物等）
●情報の伝達・提供（クラブや町内情報、福祉・防犯・災害・避難などの情報）
●ひとり暮らしや高齢者世帯への安否確認・声かけ・友愛訪問・話し相手・行事等への参加の呼びかけ
●認知症への正しい理解、権利擁護などの学習活動　など

2.

　　奉仕（ボランティア）活動
●全国一斉「社会奉仕の日」（9月20日）の取り組み
●公共施設や道路の清掃・美化・緑化・花づくり
●資源回収・リサイクル活動

●高齢者施設におけるボランティア
●地域（子ども）見守りパトロール活動
●防犯・防災のための活動
●伝承や他世代交流
●高齢者や地域から期待される活動への支援　など

3.

　　健康活動
● �日頃の健康管理・正しい生活習慣の学習・実践（栄養・運動・休養、喫煙・飲酒、病気・ねたきり・認知症の予防、�
歯・口腔の健康づくり、薬の使い方、医療機関のかかり方、健康手帳やお薬手帳の活用、事故防止等）

●�いきいきクラブ体操・健康ウォーキング・シニアスポーツの実施
●�趣味・サークル活動の拡充、おしゃべり会の開催	 ● �料理講習会・食事会の開催
●�家庭内外での転倒しない環境づくり、ヒヤリ地図の作成	 ● �健康診断・歯（口腔）の定期検診の受診促進、体力測定会の開催
●高齢者医療や介護保険など制度・施策の学習　など

1.
「全国三大運動」の推進

９月は高齢者保健福祉月間です仲間と集い、
高齢者の元気な

姿を示そう！
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一
般
財
団
法
人
　
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
中
村
　
秀
雄

ま
だ
ま
だ
暑

さ
厳
し
い
日
が

続
き
ま
す
が
、

奈
良
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会

員
の
皆
様
に
は
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
中
村
秀
雄

で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
指

導
・
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
県
老
連
の

発
展
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
任
の
中
西
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
成
二
十
六
年
の
就
任
以
来
五
年

間
会
長
を
務
め
ら
れ
、
昨
年
度
の
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
の
奈
良
県
開
催
や
会
員
増
強
運
動
の

推
進
な
ど
県
老
連
の
発
展
に
尽
力
い
た

だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
少
子
高
齢
化
が
急
激
に

進
む
中
、
今
後
更
に
認
知
症
の
高
齢
者

や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
社
会
を
支
え
て
き
た
六
十
五
歳
以

下
の
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
元
気
な

高
齢
者
に
も
積
極
的
に
社
会
参
加
を
促

役
員
紹
介
　
二
十
二
名

　
役
職	

　
氏 
名	

 

市 

郡

　（
代
表
理
事
）

会
　
長	

中
村
秀
雄（
新
）	
高
市
郡

　（
代
表
理
事
）

副
会
長	

小
高
　
亨（
新
）	

大
和
郡
山
市

副
会
長	

中
村
康
雄（
新
）	

香
芝
市

　
〃	

植
田
紘
一（
新
）	

橿
原
市

　
〃	

黒
飛
文
子（
再
）	

女
性
部
会
長

監
　
事	

山
下
正
彦（
再
）	

葛
城
市

　
〃	

吉
田
勝
行（
新
）	

河
合
町

理
　
事	

岡
本
太
三（
新
）	

大
和
高
田
市

　
〃	

中
田
勝
久（
新
）	

天
理
市

　
〃	

野
口
敏
雄（
新
）	

桜
井
市

　
〃	

岡
本
紀
彦（
再
）	

五
條
市

　
〃	

原
田
英
之（
再
）	

御
所
市

　
〃	

末
澤
豊
康（
新
）	

生
駒
市

　
〃	

𠮷
田
　
靖（
新
）	

宇
陀
市

　
〃	

上
浦
俊
明（
新
）	

山
辺
郡

　
〃	

葊
津
皓
一（
新
）	

生
駒
郡

　
〃	

大
橋
明
子（
新
）	

磯
城
郡

　
〃	

古
谷
昌
三（
新
）	

宇
陀
郡

　
〃	

梶
嶋
忠
男（
新
）	

吉
野
郡

　
〃	

福
嶋
昭
代（
再
）	

女
性
部
会
副
部

　
〃	

橋
本
順
子（
再
）	

女
性
部
会
副
部

常
務
理
事	

川
端
英
志（
再
）	

県
老
連
事
務
局

退
任
さ
れ
た
役
員

会
　
長	

中
西
憲
治	

天
理
市

副
会
長	

吉
澤
　
宏	

桜
井
市

監
　
事	

山
岡
繁
之	

吉
野
郡

理
　
事	

井
上
信
一	

大
和
高
田
市

理
　
事	

市
川
勝
巳	

生
駒
市

　
〃	

泉
岡
正
弘	

宇
陀
市

　
〃	

寺
畑
恭
典	

山
辺
郡

　
〃	

辻
　
孝
三	

生
駒
郡

　
〃	

野
田
哲
夫	

磯
城
郡

　
〃	

橋
本
和
夫	

宇
陀
郡

　
〃	

斧
　
英
二	

北
葛
城
郡

評
議
員
紹
介
　
二
十
名

　
役
職	

　
氏
　
名	

町 

村

評
議
員	

岡
　
嘉
道	

平
群
町

　
〃	

谷
口
利
広（
新
）	

三
郷
町

　
〃	

松
井
睦
美（
新
）	

安
堵
町

　
〃	

丸
谷
延
弘	

川
西
町

　
〃	

中
村
利
典（
新
）	

三
宅
町

　
〃	

間
井
谷
啓
助（
新
）	 曽
爾
村

　
〃	

山
本
　
稔	

明
日
香
村

　
〃	

岡
本
光
男	

上
牧
町

　
〃	
斧
　
英
二（
新
）	

王
寺
町

　
〃	
藤
井
　
誠	

広
陵
町

　
〃	
更
谷
定
一
郎	

吉
野
町

　
〃	

川
北
壽
麿	

下
市
町

　
〃	

脇
阪
武
男	

黒
滝
村

　
〃	

鶴
岡
壇
定	
天
川
村

　
〃	

雪
谷
明
良	
野
迫
川
村

　
〃	

松
實
豊
隆	
十
津
川
村

　
〃	

山
岡
繁
之（
新
）	

下
北
山
村

　
〃	

大
谷
良
心（
新
）	

上
北
山
村

　
〃	

大
浦
勝
司	

川
上
村

　
〃	

萬
谷
一
彦	

東
吉
野
村

退
任
さ
れ
た
評
議
員

評
議
員	

木
村
嘉
男
　
　
　
斑
鳩
町

	

辻
　
　
修
　
　
　
安
堵
町

　
〃	

大
橋
明
子
　
　
　
田
原
本
町

　
〃	

羽
田
隆
二
　
　
　
御
杖
村

　
〃	

吉
田
勝
行
　
　
　
河
合
町

　
〃	

梶
嶋
忠
男
　
　
　
大
淀
町

　
〃	

更
谷
昌
美
　
　
　
上
北
山
村

す
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
県
の
な
か
で
も
南
部
東
部
の
過

疎
化
の
進
行
、
平
野
部
の
か
つ
て
大
阪

の
ベ
ッ
ド
ダ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き

た
地
域
の
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
化
な
ど
、

地
域
に
よ
っ
て
違
っ
た
課
題
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
県
内
ど
の
地
域
に
お
い
て

も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
が
大
き

な
課
題
と
な
り
、
ま
た
目
標
と
な
っ
て

お
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
益
々
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
老
連
と
し
て
も
社
会
情
勢
の
変
化

に
応
じ
て
、
魅
力
あ
る
事
業
の
展
開
や
、

市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
つ
な
が

る
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

各
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
新
し
い

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
り
、
行
政
や

地
元
企
業
等
と
連
携
し
た
事
業
を
始
め

る
な
ど
、
様
々
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
県
老
連
全
体
で

共
有
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
も
県
老

連
の
大
き
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
役
員
一
致

協
力
し
て
県
老
連
の
発
展
に
尽
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
致
し

ま
す
。

　

五
月
三
十
一
日
の
定
時
評
議
員
会
に

お
い
て
任
期
満
了
に
伴
い
理
事
・
監
事

が
選
任
さ
れ
、ま
た
、評
議
員
が
補
充
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
臨
時
理
事

会
で
会
長
・
副
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
就
任
挨
拶
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を
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
分
科
会「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た

友
愛
活
動
の
充
実
」で
は
、天
理
市
長

寿
会
連
合
会
橋
本
順
子
副
会
長（
県
老

連
理
事
）が
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
四
分
科

会
で
は
、
県
老
連
小

高
亨
副
会
長
が
座
長

を
務
め
ま
し
た
。

　
【
二
日
目
】い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

で
ス
タ
ー
ト
！ 

続
い
て「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、担
お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
、

　

創
ろ
う
！ 

い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
」

と
題
し
て
、大
阪
市
健
康
局
医
務
監
の

國
吉
裕
子
医
師
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

健
康
寿
命
を
の
ば
す
3
つ
の
柱
と
し
て

「
運
動
」「
食
事
」「
社
会
参
加
」が
大
事

で
あ
り
、ね
た
き
り
予
防
の
た
め
に
も
、

筋
肉
に
力
を
入
れ
た
ま
ま
ゆ
っ
く
り
と

し
た
動
作
で
行
う「
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」を
心
掛
け
る
よ
う
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
全
体

会
議
で
分
科
会
の

報
告
が
あ
り
近
老

協
大
辻
会
長
が
講

評
を
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
次
回
開

催
地
の
和
歌
山
県

老
連
赤
阪
会
長
の

ご
あ
い
さ
つ
と
閉
会
の
言
葉
が
あ
り
、

有
意
義
な
研
修
会
は
盛
会
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク

ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
、
六
月
十
三

日
～
十
四
日
の
二
日
間
、
大
阪
市
の

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
に
お

い
て
大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
担

当
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
畿
各
府
県

市
老
連
か
ら
二
百
五
十
九
名
（
男
性

百
四
十
四
名
・
女
性
百
十
五
名
）
が
集

わ
れ
、
奈
良
県
老
連
か
ら
は
、
中
村
会

長
は
じ
め
二
十
三
名
（
男
性
十
六
名
・

女
性
七
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
【
一
日
目
】開
会
式
の
あ
と
、「
5
か
年

の
会
員
増
強
運
動
と
今
後
の
方
向
」に

つ
い
て
全
老
連
の
河
野
敦
子
参
事
よ
り

「
こ
の
5
か
年
で
会
員
増
を
果
た
し
た

都
道
府
県
老
連
は
な
く
、す
べ
て
の
県

で
会
員
が
減
少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
が
こ
れ
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、引

き
続
い
て
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、健
康
を
保
持
・
増
進
す

る
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予
防
活
動
や「
地

域
支
え
合
い
」の
取
り
組
み
な
ど
の
友

愛
活
動
を
基
盤
と
し
た
幅
広
い
生
活
支

援
活
動
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」

と
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

参
加
者
は
、4

つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
、活

発
な
意
見
交
換

天理市長寿会連合
会橋本順子副会長
（県老連理事）

県老連　小高亨副会長

令
和
元
年
度
　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

�

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
行
事
の
実
施
と
そ
の
概
要

●

六
月
十
三
日
～
十
四
日（
大
阪
市
）

　�

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会（
別
掲
）

●

六
月
二
十
一
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
県
老
連
第
四
十
一
回
理
事
会

●

六
月
二
十
六
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　�

県
老
連
女
性
部
会
手
芸
講
習
会

●

七
月
三
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　�

県
老
連
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
開
講
式（
別
掲
4�‌

P
）

●

七
月
十
九
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
県
老
連
女
性
部
会
常
任
委
員
会

●

七
月
三
十
一
日（
東
京
都
）

　�

全
老
連
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
老
連

事
務
局
長
会
議

●

八
月
一
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
県
老
連
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会（
別
掲
11‌

P
）

●

八
月
九
日（
兵
庫
県
）

　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

●

八
月
二
十
七
日（
東
京
都
）

　
全
老
連
活
動
推
進
担
当
者
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　
今
後
の
行
事
予
定

●

九
月
十
日（
奈
良
若
草
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）

　
県
老
連
ゴ
ル
フ
大
会

●

九
月
十
二
日（
県
庁
）

　
老
人
福
祉
功
労
者
等
表
彰
式

●�

九
月
十
九
日（
県
社
福
総
合��

セ
ン
タ
ー
）

　
県
老
連
第
四
十
二
回
理
事
会

●

九
月
二
十
日

　
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

●

九
月
二
十
五
日（
橿
原
公
苑
陸
上
競
技
場
）

　
県
老
連
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

●

十
月
一
日
　

　
共
同
募
金
街
頭
募
金
活
動

●

十
月
三
日（
橿
原
公
苑
第
二
体
育
館
）

　
県
老
連
高
齢
者
の
体
力
測
定
講
習
会

●

十
月
十
五
日（
橿
原
総
合
運
動
公
園
）

　
県
老
連
ペ
タ
ン
ク
大
会

●

十
月
三
十
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
県
老
連
指
導
者
研
修
会

●

十
一
月
六
日（
橿
原
公
苑
陸
上
競
技
場
）

　
県
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

●

十
一
月
十
一
日（
和
歌
山
市
）（
要
申
込
）

　
雑
賀
崎
ハ
イ
キ
ン
グ（
十
月
十
三
日
〆
）

●

十
一
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日（
埼
玉
県
）

　
第
四
十
八
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

●

十
二
月
七
日（
香
芝
市
）

　
第
九
回
県
老
連
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

●

十
二
月
十
二
日
～
十
三
日（
東
京
都
）

　�
全
老
連
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支

援
セ
ミ
ナ
ー

〈
令
和
二
年
〉

●

一
月
二
十
九
日
～
三
十
日（
東
京
都
）

　�

全
老
連
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
代
表

者
会
議

●

二
月
十
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
県
老
連
女
性
部
会
活
動
研
修
会

●

三
月
五
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
県
老
連
第
四
十
三
回
理
事
会

●

三
月
十
七
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
県
老
連
女
性
部
会
常
任
委
員
会

県
老
連
だ
よ
り

機関紙「大椿寿」は
奈良県共同募金会の助
成金を受けて発行してい
ます。� 県老連
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毎
年
五
月
に

は
全
老
連
の
女

性
代
表
者
会
議

に
出
席
し
て
、

会
議
の
報
告
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
全
老
連

の
事
業
が
見
直
さ
れ
、
都
道
府
県
会
長

会
議
と
統
合
さ
れ
、
五
月
の
会
議
が
な

く
な
り
、
九
月
号
で
報
告
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
会

員
数
も
多
く
、
各
種
事
業
も
女
性
が
率

先
し
て
リ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
を
思
う

と
非
常
に
残
念
で
す
。

前
置
き
が

な
が
く
な

り
ま
し
た

が
、
六
月
に

開
催
し
た
手

芸
講
習
会
で

は
、
折
り
紙

で
作
っ
た
保

津
川
下
り
の

小
舟
と
つ
ま
み
細
工
（
梅
の
ブ
ロ
ー
チ

＆
ス
ト
ラ
ッ
プ
）
を
作
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
町
村
老
連
に
も
広
め
た
い

と
大
変
好
評
で
、
作
品
を
友
愛
訪
問
や

サ
ロ
ン
等
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

来
年
も
ど
ん
な
作
品
が
生
ま
れ
る
の
か

令
和
元
年
七
月
三
日
、
各
市
町
村
老

連
会
長
よ
り
推
薦
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
中
心
と
し
て
活
躍
を
期
待
さ
れ

る
精
鋭
三
十
八
名
が
集
い「
介
護
予
防
・

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
の

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
県
老
連
中
村
秀
雄
会
長
よ

り「
私
も
か
つ
て
老
連
大
学
校
を
受
講

し
て
、楽
し
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
今

で
も
グ
ル
ー
プ

で
集
ま
り
ま
す
。

各
地
域
か
ら
参

加
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
」と
の
激

励
の
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
来

賓
の
奈
良
県
福

祉
医
療
部
長
寿・

福
祉
人
材
確
保
対
策
課 

北き
た
む
ら村
由ゆ

き

こ
起
子

課
長
よ
り「
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
高
齢
化

が
進
む
中
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え

る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
大
切
な
存

在
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

活
躍
に
期
待
し
ま
す
」と
激
励
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

 
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

�

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

そ
の
後
、
北
村
課
長
よ
り
「
奈
良
県

高
齢
者
福
祉
施
策
の
概
要
」
と
し
て
講

義
が
あ
り
、
県
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

高
齢
者
に
対
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
さ

れ
、
健
康
長
寿
の
奈
良
県
を
目
指
し
、

ま
た
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
活
躍
を
続
け
ら
れ
、
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
奈
良
県
に
す
る
た
め
に

も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
川
端
英
志
事
務
局
長

よ
り
、
県
老
連
の

事
業
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

午
後
は
、一
人

一
分
位
で「
自
己

紹
介
」
を
し
ま
し
た
。
制
限
時
間
の
中
、

精
一
杯
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
下
さ
り
、地

域
の
活
動
を
話
し
始
め
る
と
と
ま
ら
な

く
な
っ
た
り
、他
の
方
の
話
を
聞
い
て
感

心
し
た
り
と
、
有
意
義
な
ひ
と
と
き
に

な
り
ま
し
た
。

全
九
日
間

の
講
座
で
す
。

市
町
村
を
越

え
て
の
語
ら

い
に
何
か
プ

ラ
ス
に
な
る

こ
と
を
得
て

い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

県老連中村会長

川端事務局長

黒飛文子会長

奈良県長寿・福祉人材確
保対策課　北村課長

 

女
性
部
会
活
動

�

県
老
連
女
性
部
会
長
黒
飛
文
子

楽
し
み
で
す
。

七
月
の
第
二
回
女
性
部
会
常
任
委

員
会
で
は
、
①
地
域
支
援
事
業
参
画

に
向
け
た
取
り
組
み
②
新
た
な
「
会

員
増
強
運
動
」
の
推
進
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
三
班
に
分
か
れ

て
行
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
熱
心
に
議

論
し
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を
つ
い
つ

い
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
市
町
村
で
安
否
確
認
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
女
性
会
員
が
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
と
思
い

ま
す
。
他
に
も
ゴ
ミ
出
し
、
軽
作
業
、

交
流
サ
ロ
ン
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
り
組
み
を
行
政

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
分
り
ま
し
た
。

入
会
を
誘
っ
て
も
「
老
人
ク
ラ
ブ

の
魅
力
っ
て
何
な
の
」
と
そ
っ
ぽ
を

向
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

ん
な
こ
と
に
怯
ま
ず
、
行
事
や
サ
ー

ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

す
る
よ
う
に
引
っ
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
自
分
に
合
っ
た
活
動
に
巡

り
合
え
た
ら
、「
誘
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
、
こ
の
年
に
な
っ
て
生
き
が

い
を
見
つ
け
ら
れ
た
」
と
き
っ
と
喜

ば
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
女
性
の
や

わ
ら
か
い
ム
ー
ド
で
会
員
増
強
に
つ

な
げ
て
く
だ
さ
い
。
女
性
部
員
貴
女

の
出
番
で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！



だ い ち ん じ ゅ季刊第 176 号 令和元年 9 月 1 日

― 5 ―

市町
村名 受賞団体 活動状況（市町村老連からの推薦理由より引用）
全国老人クラブ連合会会長表彰(健康づくり活動)

桜
井
市

朝
あさくらだい
倉台

盛
せい
春
しゅん
クラブ

・�会長・副会長・文化体育部長を中心に各種愛好会(サークル)を立ち上げ、定期的に会員間の
交流を実施し、また、各種発表会に参加されたり、外部団体に慰問するなど、精力的な活動を
されている。� �
地域でも老人会未加入の高齢者の居場所づくりとなりまた、会員増にも繋がっている。� �
30年度サークル活動　(延日数238日、延人数4,306人)　
・�グラウンドゴルフ‥週1回試合形式の練習、会長杯の大会を設け参加者数を増やす。
・��頭と体の体操教室‥月３回実施、集会所に集まり先生の指導のもと実施。

生
駒
市

生
い
駒
こま
市
し

老
ろうじん
人クラブ
連
れんごうかい
合会

30年度に、「みずほ福祉財団」の助成を受けることができ、地域型介護予防活動が実践できる「い
こいこサポート」を養成し各地域に輩出した。
・�「いこいこサポーター養成講座」を実施。� �
実施回数：年間5日　　対象者：会員及び一般高齢者　講座修了者数：70名� �
サポーターの活動概要：クラブでの教室やサロン活動に積極的に参加� �
効果：サポーターのいるクラブでは、活動が盛り上がっている。
・��単位クラブでは自らの手で、通いの場を作り、中でも「いきいき百歳体操」「地域サロン」が定
着してきた。

三
郷
町

東
ひがし
信
し き が
貴ヶ丘

おか

福
ふくじゅかい
寿会

・�「ラジオ体操」を、平成27年10月1日から自治会館広場に於いて開始。毎朝6時30分から
のNHKラジオ放送に合わせて活動している。365日休まず開催。令和元年5月1日現在3年
と7ヶ月毎日続けている。� �
最高齢は87歳、最年少は小学4年、月末には皆勤賞を表彰している。� �
終了後は、自由参加で散歩会を実施。� �
1日には、体操終了後、広場花壇の草抜きを実施。� �
雨天時と極寒時には自治会館内で実施。

奈良県老人クラブ連合会会長表彰（健康づくり活動）

橿
原
市

東
ひがし
坊
ほう
城
じょう

神
じん
和
わ
会
かい

・夏休み早朝ラジオ体操� �
子供と一緒に実施。最近子供が減ってきているので、自治会会員にも参加を呼びかけている。� �
その他にカラオケ、踊りの会、懇親会、研修会等、いきいきと活動している。� �
会の活動の様子がうかがわれる記事を市老連の活動広報誌にも多く投稿いただき貢献している。

葛
城
市

葛
かつら
城
ぎ
市
し

寿
ことぶき
連
れんごうかい
合会

女
じょせい
性部

ぶ

・�健康づくりをテーマにした講演会や実技を本部支部連携のもと実施� �
講師：喜多俊幸　参加者数：72名
・市内幼稚園等を訪問� �
手作りの遊び道具で園児とともに遊び、感謝されながらこちらも気持ちよく活動している。
・会長杯女性部グラウンドゴルフを開催。参加者数：131名
・女性部独自でも毎年計画し実施。参加者数：130名
・連合会の支部長会議でも、女性部の行事計画や結果報告を行っている。

河
合
町

広
ひろ
瀬
せ
台
だい

健
けんじゅかい
寿会

・�「サークル活動」でコミュニケーションの向上、心の健康、認知症の予防をはかる。� �
ゲートボール、軽体操クラブ（女性）、カラオケ、囲碁、健康マージャン、グラウンドゴルフは毎
週1回開催。他に、ナツメロを歌う会、霜月会(俳句、川柳等)、手芸クラブは毎月1回開催して
いる。(延日数：273日　延参加者数：2,818人)

奈良県老人クラブ連合会会長表彰（ボランティア活動）

五
條
市

南
みなみ
阿
あ た ち く
太地区

老
ろうじん
人クラブ
連
れんごうかい
合会

・�桜街道の清掃� �
広範囲（約2㎞、両側に桜並木）の環境整備（ゴミ清掃等）の奉仕活動を、毎月第一土曜日に実施。��
清掃実施箇所県道五條・吉野線沿いで県立吉野川津風呂公園に指定されており、また芝崎奇岩
はカヌーで有名な場所、吉野川に架かる橋を渡ると県道吉野公園線の通学路になっている。� �
この取り組みのおかげで、月1回は会員と必ず会うので会員相互の繋がりが強くなり、地域住
民にも喜んでいただいている。

令和元年度 活動賞決定
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� 項　目

市町村

平　成　30　年　度　結　果 参　考

会員数

実　績　内　訳 目標数�
との差 4年目の

実績数
5年間の
実績数目標数 増加数 減少数 実績数

（B-C） （A-D）
（A） （B） （C） （D） （E） （F） （D+F）

大 和高田市 2,323 230 26 715 △ 689 △ 919 △ 566 △ 1,255
大 和郡山市 5,084 321 62 287 △ 225 △ 546 △ 648 △ 873
天 理 市 5,319 24 103 211 △ 108 △ 132 △ 610 △ 718
橿 原 市 2,546 25 131 △ 131 △ 156 △ 673 △ 804
桜 井 市 3,947 67 76 321 △ 245 △ 312 △ 493 △ 738
五 條 市 1,605 80 44 96 △ 52 △ 132 △ 630 △ 682
御 所 市 1,634 51 9 94 △ 85 △ 136 △ 772 △ 857
生 駒 市 4,617 100 240 347 △ 107 △ 207 △ 611 △ 718
香 芝 市 3,575 48 222 △ 222 △ 270 △ 556 △ 778
葛 城 市 4,834 △ 8 138 362 △ 224 △ 216 △ 239 △ 463
宇 陀 市 3,798 20 157 △ 157 △ 177 △ 668 △ 825
山 添 村 898 6 31 491 △ 460 △ 466 △ 196 △ 656
平 群 町 2,155 52 102 107 △ 5 △ 57 △ 3 △ 8
三 郷 町 1,045 14 31 126 △ 95 △ 109 △ 179 △ 274
斑 鳩 町 1,328 54 41 107 △ 66 △ 120 △ 254 △ 320
安 堵 町 987 28 14 △ 14 △ 42 △ 22 △ 36
川 西 町 2,422 15 15 0 15 0 16 31
三 宅 町 1,184 44 182 △ 182 △ 226 △ 105 △ 287
田 原 本 町 4,052 50 118 △ 118 △ 168 △ 47 △ 165
曽 爾 村 266 9 0 0 △ 9 △ 36 △ 36
御 杖 村 845 30 17 52 △ 35 △ 65 △ 139 △ 174
高 取 町 1,200 50 117 △ 117 △ 167 △ 188 △ 305
明 日 香 村 1,052 8 209 △ 209 △ 217 △ 178 △ 387
上 牧 町 1,565 43 88 100 △ 12 △ 55 20 8
王 寺 町 1,792 36 57 △ 57 △ 93 △ 153 △ 210
広 陵 町 2,287 5 53 △ 53 △ 58 △ 120 △ 173
河 合 町 945 4 23 45 △ 22 △ 26 △ 227 △ 249
吉 野 町 961 36 223 △ 223 △ 259 △ 477 △ 700
大 淀 町 1,885 0 101 △ 101 △ 101 △ 314 △ 415
下 市 町 1,702 80 37 △ 37 △ 117 △ 325 △ 362
黒 滝 村 337 1 10 △ 10 △ 11 △ 16 △ 26
天 川 村 355 10 16 △ 16 △ 26 △ 74 △ 90
野 迫 川 村 197 2 0 0 △ 2 △ 8 △ 8
十 津 川 村 297 4 5 27 △ 22 △ 26 △ 112 △ 134
下 北 山 村 192 10 20 △ 20 △ 30 △ 68 △ 88
上 北 山 村 142 8 3 △ 3 △ 11 △ 23 △ 26
川 上 村 355 10 2 16 △ 14 △ 24 △ 116 △ 130
東 吉 野 村 618 5 7 △ 7 △ 12 △ 79 △ 86
合 　 　 計 70,346 1,572 △ 4,128 △ 5,700 △ 9,889 △ 14,017

【注1】実績数が増加した場合は■、維持した場合は■、目標数を維持した場合は■で表示しています。
【注2】増加数が空欄となっているのは、増減数の内訳が不明で実績数のみ確認できた場合に、実績数のみを記載しています。

平成30年度　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結 果 報 告
平成 26 年度から県老連全体で１万人の会員増を目指して取り組んでいる「会員増強運動」につい
て、各老連から提出のあった報告書に基づき平成 30 年度（5 年目）の結果がまとまりましたので報告
します。結果は、各老連の目標数（表中Ａ欄）に対して 4,128 人の減となり、目標数との差はマイナス
5,700 人（－362.6％）と依然として減少傾向を示しています。これには、自然減・施設入所に加え後継
者不足等により大きなクラブの解散が重なったことが要因と考えられます。
今年３月開催の理事会において、2019 年度から 2023 年度までの 5 年間、県老連全体で会員数の現
状維持を目標に会員増強運動を継続することを決定しています。

会 員 増 強 運 動
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令和元年度「100 万人会員増強運動 特別賞」受賞団体

受賞団体 矢田山町西長寿会 5年間の目標数 ――人
平成30年会員数 65人 平成25年会員数 52人
5年間の会員増加数 8人 5年間増加数 13人 H30新規会員数 40人

主な運動
の内容

・��毎月開催の役員会と会報の発行による情報の周知
徹底
・�各種軽スポーツや文化活動サークルを行うとともに、
自治会行事にも積極的に参加

活動状況

・�会員増強運動に積極的に取り組み、着実に成果を上
げてきた。
・�女性部長を中心に、地元サークルや近所づきあいを
活用して入会勧誘を図り、効果を上げた。

受賞団体 椿台長寿会 5年間の目標数 ――人
平成30年会員数 163人 平成25年会員数 150人
5年間の会員増加数 21人 5年間増加数 13人 H30新規会員数 29人

主な運動
の内容

・��自治会の総会時や地域の行事開催時に未加入者に声か
けする。
・�関心のあるサークルに誘い、入会を働きかける。
・未加入配偶者の加入を伴侶から働きかける。

活動状況

・�H30年度前半に、会員一致協力して「会員勧誘キャ
ンペーン」を展開し、目標を達成した。

・�新規加入者の60％が70歳以下で、会員の平均年齢
が0.5歳若返った。

受賞団体 錦会 5年間の目標数 ――人
平成30年会員数 110人 平成25年会員数 69人
5年間の会員増加数 7人 5年間増加数 41人 H30新規会員数 63人

主な運動
の内容

・��会員増強ャンペーンキを実施。60歳以上の未加入者
カードを作成し、勧誘。2回目は会長も同行し勧誘。
・��会員１名につき、新規加入者1名を目標設定

活動状況 ・�他のクラブから見学に来られるなど、他のクラブの
模範となる活動を行っている。

受賞団体 真美ケ丘つばさ会 5年間の目標数 ――人
平成30年会員数 65人 平成25年会員数 20人
5年間の会員増加数 11人 5年間増加数 45人 H30新規会員数 23人

主な運動
の内容

・��自主防災会、子ども会、サロン活動やお茶会、パーク
ゴルフ等の活動を通じて地域とのつながりを広め、
また、広報誌「つばさ会だより」等を通じて老人クラ
ブ活動を周知し、「会員を増やしている。

活動状況
・�無理せず自然体で会員を増やしており、また、入会
者は喜んで活動を継続している。
・�自治会と良好な関係を築き、会員を増やしている。

《 全 国 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 会 長 表 彰 》

受賞団体 鹿ノ台北桜美会 5年間の目標数 ――人
平成30年会員数 216人 平成25年会員数 44人
5年間の会員増加数 35人 5年間増加数 172人 H30新規会員数 38人

主な運動
の内容

・��行事の種類を2行事から8行事に増やし、自分に
合った行事に参加できるようにした。
・�行事が楽しいものになるよう工夫し、友人等を誘い
やすくした。

活動状況

・�当会の活動が刺激となって、校区内の他のクラブも
会員増となっている。
・�校区内の連携が広がり、校区単位の企画も盛り上
がっている。

受賞団体 緑ケ丘長寿会（緑寿会） 5年間の目標数 ――人
平成30年会員数 133人 平成25年会員数 86人
5年間の会員増加数 12人 5年間増加数 47人 H30新規会員数 14人

主な運動
の内容

・�５つの愛好クラブをPRするとともに、連合会の42の
愛好クラブを一覧表を添えて入会を勧めている。
・�講演会、作品展については自治会にも参加をオープン
にしている。

活動状況 ・�会員増強運動に熱心な平群町連合会のなかでも、５
年間で一番多く会員を増やしている。

受賞団体 川西町老人クラブ連合会結崎団地支部 5年間の目標数 ――人
平成30年会員数 383人 平成25年会員数 296人
5年間の会員増加数 43人 5年間増加数 87人 H30新規会員数 43人

主な運動
の内容

・�会報発行による活動情報の発信。
・�多彩なクラブ活動、友愛活動（サロン、訪問）の積極
的な実施。
・�生活支援活動の充実

活動状況 ・�訪問活動やサロン活動、生活支援活動に積極的に取
り組み、他のクラブの模範となっている。

令和元年度「100 万人会員増強運動 優良クラブ（老連）賞」受賞団体
《 全 国 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 会 長 表 彰 》
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令和元年度「 会 員 増 強 運 動 推 進 賞 」受賞団体
《奈良県老人クラブ連合会 会長表彰》

受賞団体 川西町老人クラブ連合会 5年間の目標数 73人
平成30年会員数 2,422人 平成25年会員数 2,391人
5年目会員増加数 15人 5年間増加数 31人 H30新規会員数 44人

主な運動の内容・�各単位クラブにおいて、老人クラブ活動をPRし、勧誘。受賞理由 ・�継続的な会員による勧誘活動により、会員数を増加させている。
受賞団体 曽爾村老人クラブ連合会 5年間の目標数 40人
平成30年会員数 266人 平成25年会員数 302人
5年目会員増加数 0人 5年間増加数 －36人 H30新規会員数 11人

主な運動の内容・各支部長による地道な勧誘活動。 受賞理由 ・�役員による地道な勧誘活動により、会員数を維持している。
受賞団体 野迫川村老人クラブ連合会 5年間の目標数 40人
平成30年会員数 197人 平成25年会員数 58人
5年目会員増加数 0人 5年間増加数 139人 H30新規会員数 0人

主な運動の内容・役員による地道な勧誘活動。 受賞理由 ・�役員による地道な勧誘活動により、会員数を維持している。
受賞団体 井戸野町 第二福寿会 5年間の目標数 36人
平成30年会員数 44人 平成25年会員数 31人
5年目会員増加数 6人 5年間増加数 13人 H30新規会員数 19人

主な運動の内容・�域内児童の登下校時の見守り、地域の行事に参加するなど、地域とのつながりを大切にしながら、勧誘活動をしている。 受賞理由
・�地域とのつながりを大切にした取り組みが、会
員を増加させている。

受賞団体 地黄三和会 5年間の目標数 50人
平成30年会員数 50人 平成25年会員数 40人
5年目会員増加数 10人 5年間増加数 10人 H30新規会員数 14人

主な運動の内容・�体操教室や趣味を生かしたクラブ活動が活発。・広報誌で、クラブの活動を分りやすく紹介。 受賞理由 ・�体操教室等の新しい活動を広げたことが、会員を増加させている。
受賞団体 朝倉台盛春クラブ 5年間の目標数 22人
平成30年会員数 180人 平成25年会員数 173人
5年目会員増加数 7人 5年間増加数 7人 H30新規会員数 14人

主な運動の内容

・�会員募集チラシを地域の全戸に配布。
・�魅力あるサークルを増やし、サークル会員に友人・知
人への勧誘を依頼。
・役員以外に各サークルにサブリーダー設置

受賞理由

・�活発なサークル活動が、若い人の入会に繋がっ
ている。
・�役員等の体制を充実させることにより、無理なく、
クラブ活動や加入勧誘の活動ができている。

受賞団体 岡老人クラブ天寿会 5年間の目標数 60人
平成30年会員数 55人 平成25年会員数 53人
5年目会員増加数 1人 5年間増加数 2人 H30新規会員数 6人

主な運動の内容
・�兼業の農家の多い地域で、女性部が中心になり近所の
農家に加入を勧誘。
・市老連事業に積極的に参加。

受賞理由 ・�積極的な勧誘活動により、適正規模を維持している。

受賞団体 岡老人クラブ宝寿会 5年間の目標数 60人
平成30年会員数 62人 平成25年会員数 53人
5年目会員増加数 4人 5年間増加数 9人 H30新規会員数 8人

主な運動の内容・�地区担当役員、会員が、シルバー等で働いている若い世代と個別に面談し、入会勧誘。 受賞理由 ・積極的な勧誘活動により、適正規模を維持している。

受賞団体 岡老人クラブ福寿会 5年間の目標数 60人
平成30年会員数 56人 平成25年会員数 51人
5年目会員増加数 1人 5年間増加数 5人 H30新規会員数 3人

主な運動の内容・活発な女性部部員により、加入勧誘活動を展開。 受賞理由 ・�積極的な勧誘活動により、適正規模を維持している。
受賞団体 葛城市寿連合会南今市第1支部 5年間の目標数 58人
平成30年会員数 58人 平成25年会員数 56人
5年目会員増加数 7人 5年間増加数 2人 H30新規会員数 8人

主な運動の内容
・百歳体操、出張カラオケ等新たな施策を展開。
・�新旧役員が、60歳以上の家庭を訪問し、加入勧誘。
・区長等地元役員との連携強化。

受賞理由 ・�魅力的な新規事業を展開し、会員を増加させている。

受賞団体 光ヶ丘長寿会（新光会） 5年間の目標数 5人
平成30年会員数 45人 平成25年会員数 42人
5年目会員増加数 4人 5年間増加数 3人 H30新規会員数 8人

主な運動の内容

・�H30年度長寿会連合会の「会員増強キャンペーン」に
呼応し、ポスター作成。
・�会員で対象世帯マップを作成し、チラシポスティング、
戸別訪問を実施。
・�自由に参加できる「ふれあい健康ウオーク」を月1回実施。 

受賞理由 ・�H30年度会員増強キャンペーンを展開し、会員を増加させている。
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受賞団体 初香台長寿会 5年間の目標数 16人
平成30年会員数 145人 平成25年会員数 141人
5年目会員増加数 16人 5年間増加数 4人 H30新規会員数 25人

主な運動の内容
・�役員が、入会案内や愛好クラブの活動資料を活用し、
主に以下の者を勧誘（地域活動に参加している若い人、
夫婦単独会員の配偶者）

受賞理由 ・�H30年度会員増強キャンペーンを展開し、新規会員を大きく増加させている。

受賞団体 御陵苑長寿会（陵寿会） 5年間の目標数 4人
平成30年会員数 56人 平成25年会員数 46人
5年目会員増加数 4人 5年間増加数 10人 H30新規会員数 5人

主な運動の内容・�H30年度長寿会連合会の呼びかけに応じ「会員増強キャンペーン」を展開。 受賞理由 ・�よく「まとまった活動を展開し、毎年安定的に新規会員を入会させている。
受賞団体 西宮長寿会 5年間の目標数 30人
平成30年会員数 112人 平成25年会員数 100人
5年目会員増加数 2人 5年間増加数 12人 H30新規会員数 8人

主な運動の内容
・�会員全員で会員増強運動に取り組んでいる。
・�地区の清掃奉仕や祭りに参加するなど、地元とのつな
がりを大事にしている。

受賞理由 ・直近の4年間継続して会員増を達成している。

受賞団体 いわせが丘和み会 5年間の目標数 5人
平成30年会員数 64人 平成25年会員数 0人
5年目会員増加数 3人 5年間増加数 64人 H30新規会員数 5人

主な運動の内容・�活動状況を自治会会員にも広報するとともに、自治会活動の機会に加入勧誘した。 受賞理由
・�過去5年間で、H27年度のみ会員増減なしで
あったが、それ以外の4年間はいずれも貴員数
を増加させている。

受賞団体 信貴緑ケ丘友交会 5年間の目標数 5人
平成30年会員数 32人 平成25年会員数 36人
5年目会員増加数 5人 5年間増加数 −4人 H30新規会員数 7人

主な運動の内容
・�入会すると町連合会主催のサークル活動等に参加でき
ることをPR。
・外出の機会の少ない方に交流を呼びかけ。

受賞理由 ・�会員全員で運動に取り組んでおり、各種行事にも熱心に参加している。

受賞団体 茶垣内寿クラブ 5年間の目標数 3人
平成30年会員数 33人 平成25年会員数 26人
5年目会員増加数 1人 5年間増加数 7人 H30新規会員数 3人

主な運動の内容・�自治会との合同行事を開催など自治会との連携を強化。 受賞理由 ・�自治会と良好な関係を築くことができ、新規会員加入につながっている。
受賞団体 三井老人クラブ 5年間の目標数 5人
平成30年会員数 54人 平成25年会員数 33人
5年目会員増加数 0人 5年間増加数 21人 H30新規会員数 24人

主な運動の内容・�地元自治会、福祉団体、女性団体の行事等で老人クラブをPR。・女性部長も「会員増強計画」に積極的に参加。 受賞理由 ・�過去5年間で会員10人以上の増加が2年度あり、かつ減少した年度はない。
受賞団体 第二万年青会 5年間の目標数 1人
平成30年会員数 11人 平成25年会員数 8人
5年目会員増加数 1人 5年間増加数 3人 H30新規会員数 6人

主な運動の内容・�週1回ウオーキングやラジオ体操を行い、その機会に加入を勧誘。 受賞理由 ・�クラブ消滅の危機を乗り越え、小規模ながら会員数を増加させている。
受賞団体 三代川勇遊会 5年間の目標数 3人
平成30年会員数 40人 平成25年会員数 23人
5年目会員増加数 −1人 5年間増加数 17人 H30新規会員数 18人

主な運動の内容・�旅行、教養教室、スポーツ体験等魅力ある行事の開催し、老人クラブをPR。 受賞理由 ・�過去5年間で、H30年度は会員1名減となったものの、それ以外の4年間は会員を増加させている。
受賞団体 五丁町さくら会 5年間の目標数 1人
平成30年会員数 40人 平成25年会員数 40人
5年目会員増加数 5人 5年間増加数 0人 H30新規会員数 12人

主な運動の内容・�地区委員、女性部、軽スポーツ担当者を中心として加入勧誘実施 受賞理由 ・�この2年間連続して会員数を増加させ、特にH30年度は新規会員を12名加入させている。
受賞団体 稲葉車瀬瑞穂会 5年間の目標数 11人
平成30年会員数 83人 平成25年会員数 72人
5年目会員増加数 −1人 5年間増加数 11人 H30新規会員数 19人

主な運動の内容・�会員増につながる魅力ある行事（交流の場、健康づくり、地域貢献、広報誌発行）等開催。 受賞理由 ・�過去5年間において、H30年度は1名減であったが、それ以外の4年間は会員を増加ないし維持している。
受賞団体 柿の里クラブ 5年間の目標数 ─人
平成30年会員数 126人 平成25年会員数 95人
5年目会員増加数 3人 5年間増加数 31人 H30新規会員数 3人

主な運動の内容・�サロン活動（男性だけのサロンもある）をはじめ、活動を活発にし、人々の交流を盛んにした。 受賞理由 ・�過去5年間において、H29年度は増減なしであったが、それ以外の4年間は会員を増加させている。
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（単位：円）
科　　　目 継続事業会計�

（事業費）
その他会計�
（事業費）

法人会計�
（管理費） 合　計 科　　　目 継続事業会計�

（事業費）
その他会計�
（事業費）

法人会計�
（管理費） 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部   (2) 経常費用
　１．経常増減の部 	 事業費・管理費 ( 法人 ) 25,928,778 0 2,585,185 28,513,963
　　（1）経常収益 	 給料手当 8,217,778 0 567,308 8,785,086
　　　　基本財産運用益 0 0 25,102 25,102 	 退職給付費用 398,763 0 44,307 443,070
　　　　　基本財産受取利息 0 0 25,102 25,102 	 福利厚生費 1,708,858 0 189,873 1,898,731
　　　　受取会費 0 0 7,447,400 7,447,400 	 会議費 630,389 0 91,742 722,131
　　　　　老人クラブ会員受取会費 0 0 7,447,400 7,447,400 	 旅費交通費 5,845,675 0 44,528 5,890,203
　　　　受取補助金等 6,842,000 0 0 6,842,000 	 通信運搬費 523,393 0 806 524,199
　　　　　奈良県受取補助金 6,842,000 0 0 6,842,000 	 手数料 16,650 0 5,948 22,598
　　　　受取受託料 80,000 0 0 80,000 	 消耗品費 666,230 0 1,189 667,419
　　　　　県社協受取受託金 80,000 0 0 80,000 	 修繕費 28,586 0 3,176 31,762
　　　　受取配分金 500,000 0 0 500,000 	 印刷製本費 2,403,216 0 200 2,403,416
　　　　　共同募金受取配分金 500,000 0 0 500,000 	 燃料費 26,240 0 0 26,240
　　　　雑収益 1,237,000 0 2,207,734 3,444,734 	 光熱水料費 86,767 0 9,640 96,407
　　　　　広告料 1,200,000 0 2,080,900 3,280,900 	 事務所賃借料 367,586 0 40,842 408,428
　　　　　雑収益 37,000 0 126,834 163,834 	 使用料・賃借料 1,563,301 0 16,573 1,579,874
　　　　受取拠金 0 0 9,000 9,000 	 リース料 303,332 0 940 304,272
　　　　　会員章拠金収益 0 0 9,000 9,000 	 保険料 67,875 0 6,235 74,110
　　　　受取負担金 6,585,500 0 21,000 6,606,500 	 諸謝金 694,279 0 0 694,279
　　　　　各種大会参加負担金 5,950,500 0 0 5,950,500 	 賃金 1,976,160 0 0 1,976,160
　　　　　スポーツ大会参加費 543,500 0 21,000 564,500 	 租税公課 23,040 0 14,410 37,450
　　　　　ニューリーダー養成講座受講費 91,500 0 0 91,500 	 支払負担金 58,000 0 763,000 821,000
　　　　経常収益計 15,244,500 0 9,710,236 24,954,736 	 支払委託金 290,000 0 780,840 1,070,840

	 新聞図書費 32,660 0 3,628 36,288
	 経常費用計 25,928,778 0 2,585,185 28,513,963
	 評価損益等調整前当期経常増減額 -10,684,278 0 7,125,051 -3,559,227
	 評価損益等計 0 0 0 0
	 当期経常増減額 -10,684,278 0 7,125,051 -3,559,227
  ２．経常外増減の部
	 (1) 経常外収益
	 経常外収益計 0 0 0 0
	 (2) 経常外費用
	 経常外費用計 0 0 0 0
	 当期経常外増減額 0 0 0 0
	 当期一般正味財産増減額 -10,684,278 0 7,125,051 -3,559,227
	 一般正味財産期首残高 12,831,137 -1,704,923 43,051,287 54,177,501
	 一般正味財産期末残高 2,146,859 -1,704,923 50,176,338 50,618,274
Ⅱ　指定正味財産増減の部
	 当期指定正味財産増減額 0 0 0
	 指定正味財産期首残高 0 0 0
	 指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 2,146,859 -1,704,923 50,176,338 50,618,274

平成30年度 決算〈正味財産増減計算書内訳表〉平成30年4月1日から平成31年 3月31日まで

継続事業会計
　1.	老人クラブ等活動推進員設置事業
　2.	健康づくりニューリーダー養成事業　
　3.	健康ウォーキング事業
　4.	ねたきりゼロ運動普及事業
　5.	「高齢者の体力測定」普及・啓発事業
　6.	老人クラブ指導者研修事業
　7.	「友愛活動員」養成事業
　8.	高齢者のスポーツ文化交流大会事業
　9.	老人クラブ広報活動促進事業
　10.	老人福祉功労者等式典
　11.	各種大会参加事業
　12.	女性部会活動促進事業
　13.	共通事業費（事務費・職員費）

法人会計
　1.	評議員会・役員会・諸会議費
　2.	共通管理費（事務費・職員費）
　3.	全老連・近老協・県社協・県人推協会費負担金

第9回　県老連健康ウォークラリー大会ご案内

主 　 　 催 （一財）奈良県老人クラブ連合会 

主 　 　 管 香芝市老人クラブ連合会

開 催 日
令和元年12月7日（土）（小雨決行・荒天中止）午前9：30～

〔開催の中止…当日午前7時直前のNHKテレビ天気予報で奈良県北部の降水確率が70%以上
の時及び警報が発令されたときは中止とする。〕�※中止となった場合、開催日の振替えはしません。

集合・解散場所 香芝市役所南東の今池親水公園

募集チーム数

�総数60チームとする
各市町村老連2チーム以内（それ以上は応相談）(香芝市老連は除く)
一般高齢者チーム… 若干数
チーム構成………… 4人で1チームの構成（できれば男女混成でお願いします）

参 加 費 会員チーム 2,000円/1チーム　・　一般高齢者チーム 3,000円/1チーム

応 募 方 法
会員チーム………… 各市町村老連より所定の用紙で県老連に申し込むこと
一般高齢者チーム… �往復はがきにチーム名・4人の住所・氏名・年齢・性別・TEL・リーダー

名を記入し県老連に申し込むこと

申 込 み 先
〒634-0061　奈良県橿原市大久保町320-11　奈良県社会福祉総合センター 4F
一般財団法人　奈良県老人クラブ連合会　健康ウォークラリー大会　宛

令和元年度は「香芝市」にて下記の要領で開催します。

申込締切り

11月11日（月）
大会スローガン  歩いてつくろう、百歳元気！
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健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

い
っ
ぱ
い
に
並
べ

ら
れ
た
二
十
九
卓

の
マ
ー
ジ
ャ
ン
卓

で
は「
開
始
」の
合

図
で「
待
っ
て
ま

し
た
」
と
一
斉
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
と
は
、
お
金
を

か
け
ず
、お
酒
も
飲
ま
ず
、煙
草
も
吸

わ
ず
頭
と
指
の
運
動
を
し
な
が
ら「
健

康
麻
雀
マ
ナ
ー
十
か
条
」を
守
り
、仲

間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
健
康
的
な

マ
ー
ジ
ャ
ン
で
す
。
試
合
は
一
回
五
十

分
制
限
の
四
回
戦
で
、上
位
三
賞
の
ほ

か
、た
く
さ
ん
の
お
楽
し
み
も
あ
り
ま

す
。
今
回
、初
め
て
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

を
さ
れ
る
方
々
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
女
性
参
加
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
は
そ
ん
な
に
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、判
定
に
迷
っ
た
と
き
に
は

ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

で
も
麻
雀
の
醍
醐
味
は
十
分
味
わ
え
ま

す
。
次
は
あ
な
た
の
出
番
で
す
よ
！

今
年
で
十
回
を
迎
え
る
県
老
連
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
は
、
八
月
一
日
県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

今
年
は
百
十
一
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
女
性
参
加
者
は
十
人

。
会
員
以
外
の
方
も
三
割
強
の
参
加
で

す
。
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
人
気
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。

開
会
式
で
は
、

県
老
連
黒
飛
副

会
長
か
ら「
暑
い

中
、こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
女
性
の
方
も
多
数

ご
参
加
い
た
だ
き
嬉
し
い
で
す
。「
賭
け

な
い
」「
飲
ま
な
い
」「
吸
わ
な
い
」健
康

的
に
楽
し
く
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
奈
良
県
健
康

麻
雀
協
会
石
垣

理
事
長
よ
り
競

技
説
明
が
あ
り
、
と
こ
ろ
狭
し
と
会
場

成　　績　　表
順位 氏名 総合得点
1 稲内　豊喜 228,600
2 河野豊三郎 224,100
3 筒井　　修 213,300
4 渡本　詔司 194,600
5 野々口　隆 188,100
6 藤井　恒士 183,300
7 川相　宣康 166,100
8 畑　八寿雄 165,600
9 松島　幸一 165,600

10 広岡　　明 159,200

3 位　優勝　準優勝
おめでとうございます

黒飛副会長石垣理事長
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競 技 種 目 種 目 区 分 優 　 勝 競 技 種 目 種 目 区 分 優 　 勝

グラウンド・ゴルフ
Aグ ル ー プ 金　 森　 静　 子

将 棋

S 級 大　野　良　雄
Bグ ル ー プ 佐　 藤　 ヨ シ子 A 級 浅　野　義　雄
Cグ ル ー プ 今　 本　 泰　 啓 B 級 中　村　保　彦

ゲ ート ボ ー ル 賀 名 生 チ ー ム C 級 葛　井　康　之

ペ タ ン ク
トリプ ルス 葛 城 Ｂ チ ー ム

囲 碁

選 手 権 戦 椿　本　素　久
ダ ブ ル ス 橿 原 Ａ チ ー ム 段 級 位 戦A 森　　　 義　 勝

健康マージャン 樫　 原 　　　 馨 段 級 位 戦B 小　西　治　徳

「すこやか・なら」は、奈良県社会福祉協議会
すこやか長寿センターが発行しています。

段 級 位 戦C 三　井　義　行
段 級 位 戦D 勝　井　健　児

高
齢
者
が
健
や
か
で
イ
キ
イ
キ
と
暮

ら
し
続
け
る
健
康
寿
命
日
本
一
の
奈
良

県
を
目
指
し
て
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
及
び
文
化
活
動
の
推
進
強
化
を
図

る
た
め
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
の
「
励
み
」「
発
表
の
場
」
と
な

る
「
な
ら
シ
ニ
ア
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
五
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
大
会
も
今
年
で
七
回
目
と
な

り
、
令
和
と
な
っ
た
今
年
も
、
ス
ポ
ー

ツ
十
九
種
目
、
文
化
三
種
目
の
合
計

二
十
二
種
目
が
県
内
十
箇
所
の
会
場
で

約
二
千
六
百
二
十
八
名
の
高
齢
者
が
競

技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
交
流
大
会
の
上

位
入
賞
者
は
、
全
国
健
康
福
祉
祭
わ
か

や
ま
大
会
に
奈
良
県
代
表
と
し
て
参
加

さ
れ
ま
す
。
奈
良
県
選
手
団
の
活
躍
を

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度 

な
ら
シ
ニ
ア
元
気
フ
ェ
ス
タ
競
技
結
果

�

ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
　
令
和
元
年
度
5
月
11
日
・
12
日
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セニアカー購入後「運転経歴証明書」を
ご提示いただいたお客様には特典があ
ります。詳しくは担当  富本・継山まで。

〒636-0223　奈良県磯城郡田原本町鍵68-1　定休日／毎週水曜日　営業時間／10：00～18：30

（株）スズキ自販奈良 電動車いす課
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まだまだ、暑いです。
用心用心！！
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宿泊プラン

※１室あたりの人数、利用日により料金が異なります。

※各種サービス内容、ご宿泊プランの詳細は、当宿に問い合わせください。

【販売期間】 

2019 年 9 月 1 日(日)～12 月 29 日（日） 

※毎週月曜日・火曜日は定休日です

 

『古都奈良万葉ロマンの宴』 
お 1人様 1泊 2食 ９，０００円 ～ 

●15名様以上のご利用で無料送迎
お気軽にご相談くださいませ！

※こぎくの里コースは 20 名以上となります

●ご宿泊はご利用の 6 か月前の初日から、また、日帰りは 3 か月前の初日からお電話等

でご予約いただけます。●表示価格には消費税が含まれています。また、宿泊料金には入

湯税（150 円）が含まれています。●当宿の温泉は源泉に加水、加温しています。また、

レジオネラ属菌の発生を防ぐなど、安心してご入浴いただけるよう循環ろ過していると

ともに、塩素系薬剤を注入し衛生管理に努めています。●掲載の写真・イラストはイメー

ジです。●飲酒後の運転はご遠慮ください。●暴力団関係者等反社会的勢力の利用をお断

りします。●入れ墨（タトゥー）をしているお客さまは、他のお客さまから入れ墨（タト

ゥー）が見えない状態での利用をお願い申し上げます。●仕入等の都合により、料理内容

及び器が変更になる場合がございます。●掲載のプランについては、税率改定前後でプラ

ン内容の変更はございません。なお、10 月以降は 2％値下げしております。
かんぽの宿 検索

℡:0745-45-0351 

〒636-0905 奈良県生駒郡平群町上庄 2-16-1 

ＣＭ 動画公開中！ 

●奈良県老人クラブ連合会カードご呈示で

１泊２食以上の宿泊プランお１人様ご１泊につき

５００円割引!（同伴者３名様まで）
※割引には条件があります。詳細は当宿にお問い合わせください

大和路の原風景を望む「散策」と「料理」の温泉旅館 

●「大椿寿」を見た！とご予約時にお申し出ください

お1人様1つ おしゃれなポーチプレゼント！日帰りプラン（入館料・食事代込み） 

『平群華遊膳コース』 
お 1人様 ５，５００円 

『こぎくの里コース』 
お 1人様 ３，８００円  

日帰りコース 

2名様以上 

要予約 

（4日前まで） 

― 14 ―
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いきいきクラブ体操

赤い羽根共同募金運動にご協力をお願いします。
運動期間：令和元年10月1日～令和2年3月31日

共同募金は、「じぶんの町を良くするしくみ」のキャッチコピー
のとおり、寄付した方々の地域でいきる募金です。
地域の福祉課題を解決するため住民自らが取組む活動への
支援はもとより、昨年の 7月豪雨災害のような災害が発生し
た場合は、災害ボランティアセンター、復興支援センター等の
設置や運営経費に役立てるなど、幅広い役割を担っています。
奈良県では、募金目標額 1億 6,700 万円を掲げ、全力をあ
げて共同募金運動に取組みます。
県民の皆様には、本県の地域福祉の推進に一層のご理解・
ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。
また、共同募金会では、遺贈・相続寄付に関するご相談も受付けています。お気軽にお問
い合わせください。

社会福祉法人 奈良県共同募金会� http://www.nara-akaihane.com
寄付金振込先：ゆうちょ銀行　振替口座 00980-6-300　社会福祉法人奈良県共同募金会

令和元年度
奈良県共同募金会ポスター

私
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 「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」は
七
つ

の
運
動
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
か
ら
椅
子
に
座
っ
て
す
る
体

操
で
す
。足
腰
に
負
担
が
か
か
ら
な
い

ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ
の
体
操
で
す
。

①
は
手
足
の
運
動
で
す
。手
首
の
柔
軟

性
を
保
ち
、腕
を
強
く
し
ま
す
。つ
ま

先
を
上
げ
て
す
ね
を
丈
夫
に
し
、つ
ま

ず
き
を
防
止
し
ま
す
。�

（
続
き
は
次
号
）

●ひじかけのない安定した椅子を使いましょう。
●少し浅く腰かけ、姿勢を正しく保ちましょう。
●音楽「リズムローレン」に合わせて行いましょう。
●畳やカーペットに腰をおろしてもできます。～椅子に座ってする体操～

＊「
フ
レ
イ
ル
」っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？

加
齢
に
伴
い
筋
力
や
心
身
の
活
力
が
低

下
し
た
状
態
の
こ
と
で
、健
康
な
状
態

と
日
常
生
活
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
介

護
状
態
の
中
間
の
状
態
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。筋
力
の
衰
え
や
疲
れ
や
す
く
な

り
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
な
ど
、

年
齢
を
重
ね
た
こ
と
で
生
じ
や
す
い
衰

え
の
こ
と
で
す
。「
フ
レ
イ
ル
」の
状
態

に
あ
る
こ
と
を
早
期
に
発
見
し
、予
防

す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
防
す
る
に
は「
栄
養
」「
運
動
」「
社

会
参
加
」が
三
本
柱
。バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
・
筋
肉
貯
金
・
そ
し
て
、老
人

ク
ラ
ブ
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
の
地
域

の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
！

＊
前
号
で「
会
員
増
強
運
動
」を
現
状

の
会
員
数
維
持
を
目
標
に
継
続
し
て
行

う
旨
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、会
員
に
な
っ
た
き
っ
か

け
と
し
て「
友
人
・
知
人
か
ら
の
声
か

け
」が
一
番
多
い
で
す
。

　

ま
ず
、自
分
自
身
が
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
楽
し
い
こ
と
、仲
間
が
で
き
て
元

気
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
語
り
な
が
ら
、

単
位
ク
ラ
ブ
・
市
町
村
・
県
全
体
で
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

�

（
県
老
連
事
務
局
）

事
務
局
だ
よ
り


